
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアによるＥＢＳＤデータ変換 

 

 

 

  格子定数、Ｓｙｍｍｅｔｒｙ情報を含まないＥＢＳＤデータを 

  Ａｎｇ，ｃｔｆ，ＳＯＲファイルに変換します。 

  あるいは、１相を対象としているＴｅｘＴｏｏｌｓやＬａｂｏＴｅｘ向けに 

  複数相から１相の選択を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０１月２０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



 １．概要 

 ２．ＭＴＥＸ５．６．０にａｎｇ（ＯＩＭ）読み込み 

 ３．ＭＴＥＸ５．６．０にｃｔｆ（ＨＫＬ）を読み込み 

 ４．ＡｎｇデータをＴｅｘＴｏｏｌｓに読み込む 

 ５．ＳＯＲファイルに変換後ＬａｂｏＴｅｘに読み込む 

 ６．ＦｅｒｒｉｔｅデータをＭＴＥＸ，ＴＥｘＴｏｏｌｓ，ＬａｂｏＴｅｘ比較 

 ７．ＭＴＥＸにＴＸＴ（Ｂｒｕｋｅｒ）データ読み込み 

 ８．通常の操作方法（ａｎｇからｃｔｆ） 

 ９．すべての相を選択する場合はＡｌｌＰｈａｓｅを選択 

 １０．Ｓｙｍｍｅｔｒｙ情報なし、単相でｍａｔｅｒｉａｌがハッキリしている場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＥＢＳＤデータからＭＴＥＸでＯＤＦ解析を行う場合、データに Symmetry情報が登録されていない 

場合、あるいは、ＭＴＥＸのローダに登録されていないフォーマットファイルの場合 GenericInterface

経由のデータ読み込みとなり不便である。 

あるいは、複数相が測定されている場合、ＭＴＥＸやＬａｂｏＴｅｘで解析する場合、予め、相の選択が 

必要になります。 

この相選択と Symmetry 情報の組み込みを目的にＥＢＳＤｔｏＯＤＦソフトウエアを使うことが出来ま

す。MTEX-5.4.0に付属 EBSDデータは 

 

 ａｎｇデータとｘｔｆデータには、Symmetry情報が組み込まれている。 

 しかし、ｔｘｔデータには、情報がありません。 

 正し、ACOM.angはフォーマットが崩れている。 

  



２．ＭＴＥＸ５．６．０にａｎｇ（ＯＩＭ）読み込み 

 

  

警告が出るが読み込める。 

    

 odf = calcDensity(ebsd('Ferrite').orientations,'halfwidth',2*degree) 

 解析が出来ます。 

  

 

 

 

 

 



３．ＭＴＥＸ５．６．０にｃｔｆ（ＨＫＬ）を読み込み 

 

警告なしに解析できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ＡｎｇデータをＴｅｘＴｏｏｌｓに読み込む 

 

ODF解析結果 

 

表示は不十分なので CTRで表示 

  

 

 

 

 



５．ＳＯＲファイルに変換後ＬａｂｏＴｅｘに読み込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．ＦｅｒｒｉｔｅデータをＭＴＥＸ，ＴＥｘＴｏｏｌｓ，ＬａｂｏＴｅｘ比較 

MTEX 

 Ｈａｌｆｗｉｄｔｈ＝２ｄｅｇｒｅｅで計算 

 解析データ     １／４対称、平滑化 

  

TexTools 

  

ＬａｂｏＴｅｘ 

  

 

１／４対称（Triclinic->Orthorhombic）と平滑化で同様なＯＤＦ図が得られています。 

ＴｅｘＴｏｏｌｓデータの１／４対称はサポートされていないため、ＴｅｘＴｏｏｌｓデータを 

ＬａｂｏＴｅｘフォーマットに変換し比較を行いました。 

 

しかし平滑化の重み回数は異なります。 

 

 ＭＴＥＸ（重み２，回数１５  １／４対称最大密度２９．６－＞２．４７） 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓ（重み１，回数１５  １／４対称最大密度２９．３１―＞２．３１） 

 ＬａｂｏＴｅｘ（重み５，回数１５）  １／４対称最大方位密度４６．８７－＞３．１９） 

 

 



７．ＭＴＥＸにＴＸＴ（Ｂｒｕｋｅｒ）データ読み込み 

 

 

 

 

いきなり、GenericInterfaceが現れる。 

 

 

 



同じように GenericInterfaceが現れるデータ 

ＯｘｆｏｒｄにＴＸＴ，ｃｓｖデータ 

SymmetryデータのないＴＸＴデータ 

 

Symmetryデータのないｃｓｖデータ 

 

文字が抜けている 

 

 

 

 

 

区切り文字にスペースにｔａｂが含まれている 

 

などがありが、行の情報が含まれているので対応は可能 

 

 

 

 



以下の行情報ファイルに対応しました。 

 

又、Ｐａｈｓｅ情報は、通常０、１，２、、であり、０は複数の粒径に照射された解析できない部分であるが、 

全て０のファイルも存在している。極端なファイルはマイナスＰｈａｓｅも存在していた。 

 

このような状態に対し 

 変換先ファイルはａｎｇ（ＯＩＭ），ｃｔｆ（ＨＫＬ）．ＳＯＲ（ＬａｂｏＴｅｘ）とし 

 Ｓｙｍｍｅｔｒｙ情報が欠けているファイルに対し、ｃｉｆ、Ｍａｔｅｒｉａｌデータを選択し 

 追加する方法で、ＭＴＥＸ、ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓで読み取り可能ファイルに変換を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．通常の操作方法（ａｎｇからｃｔｆ） 

 ファイル指定で、複数相から変換する相を選択すると、Ｓｙｍｍｅｔｒｙが表示される 

 

変換ファイルを選択し、Ｆｉｌｅｍａｋｅで 

 

返還後ファイル内容が表示されます。 

 

 



９．すべての相を選択する場合はＡｌｌＰｈａｓｅを選択 

 

複数相を変換しています。 

 

 



１０．Ｓｙｍｍｅｔｒｙ情報なし、単相でｍａｔｅｒｉａｌがハッキリしている場合 

ソフトウエアに登録されている行情報であり取り込みは可能であるが Symmetry情報を必要としている 

のどちらかで入力する。 

 

Ｍａｔｅｒｉａｌで取り込み 

 



Ｓｙｍｍｅｔｒｙ情報が取り込まれます。 

  

 しかし相情報は０であるため、 の相＝１で変換すると、 

  

 で変換します 

  


